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･  ①レジメの最終 8 頁、たましいのケア、たまし
いのケア（～私が大切にしたいこと～）が私の
心を打ちました。





















･  2012年 4 月に精神対話士メンタルケアスペシャ
リスト養成講座で窪寺先生の「スピリチュアル
ケア」の講義をお聴きしました。それ以来、関
心は持っていたのですが、なかなかスピリチュ
アルケアをテーマにした講演会がありませんで
した。今回偶然にもHPで見つけ、参加させてい
ただきました。リタイヤした後はぜひ活動した
いと考えています。貴重なお話をありがとうご
ざいました。初心者にもわかりやすかったです。
･  手放すこと…私は失明するかも。これを受け入
れるのには手放すことでした。車の運転を手放
す、本を手放す、カメラを手放す。代わりに歩く、
ラジオを聴く、俳句を作るetc.→安らぎと希望⇒
失明が恐くない。
･  今日のお話は具体的な例も多く、わかりやすく
話していただいたと思います。次の機会もあれ
ば参加したいと思いました。
･  今日は本当にお話を聞けて良かったです。病院
（緩和ケア）で看護師をしていますが、日々難し
さを感じていました。大切なことが何か再確認
させていただきました。また、頭の整理につな
がりました。
･  本日はお疲れさまでした。学びの総復習をする
ことができました。また、ゆだねるスピリチュ
アルケアの本質を考えることができました。ま
たゆっくりと講演会に参加したいと願っていま
す。ありがとうございました。お身体に気をつ
けて、またの機会を楽しみにしております。お
つかれさまでした。
･  事例を取り入れながら具体的な話を聞けて参考
になりました。
･  心身の不調の相関では、自分のことを言われて
るようでした。
･  人の死についてもう一度考え直しました。両親
が亡くなってなにも感じていなかったからです。
･  良いお話を聞くことができ、ありがとうござい
ました。また案内を頂けたら幸いです。
･  具体的なお話が聞けてとても参考になりました。
･  いろいろ難しくてわかりませんでした。
･  平日だけでなく、土曜日などにも講演会がある
といいなあと思います。今日は参加できてよかっ
たです。ありがとうございました。
